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注１陵当するロには、レ印を起人してください。特定乎梨打以外の中察者の力はし印の配入は不興です。

２「甚甲年肛」とはHf■期間の前年度を、「日揮年皮』とは叶囲期110の最終年度を．「値告年度」とは叶画期nUのうち、今回報告の対象となる年肛をいいます。

３「平璽所9F排出区分」とは点在B府内の平襲所9;の平栗活動のためのエネルギーの使用に伴卜､ＩＥ生すら皿帝効果ガスを、「q白送車田排出区分」とは自由血迎送享楽者については使用の本昆の位囚を京都nW内とする1t【閂
の！#山する沮室効果ガスを、鉄道事璽ｆＩについては保有する貨物肛門又は旅存立円の排出する皿盆効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京極府内における中頭所坤の事裏活助に伴い発生する皿頭効果ガス
をいいます６

４『原山位当たりの皿宝効果ガス排llIn郡」の「用趨区分」には、ＣＯ工叫、申麗所などの用通を凪入してください．「原u1位のIIfl8Ijには、分子の「二酸化炭素換算」の下に分母となるlH楓（生函数ｎ．廷ぺ床面
頂、走行庫醸坤）をI里人してください。

５「その他の地球沮咀化対Ｎｉによる沮蛮効果ガスの1M減阯ロリ」のうち「恋林の侭企及[瓜[国」の「ロ極年度（８１田）」楓にはＨ１西湖、中の日揮の用81を、「侭告年度（実母l）」戒には爽蛍の累計を記入してください．

６「特配亭項」には、平成２年度（１９９０年度）を基巾とした排lunの対比や．省エネ国品囲発など他者の狙蛮効果ガス排出iW減への貫献、グリーン囚迫の採月]、特定フロンなどの条例嫡定外の沮蜜効果ガスの｢勵械
などを妃入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる専務
所の所在地）

京都府京都市下京区葛龍屋町515-13Ｆ

氏名（法人にあっ
ては、名杵及び代
表者の氏名〕

有限会社ひのでやエコライフ研究所
代表取締役鈴木靖文

事業者の主たる
業種 コンサルタント業

腰当する事業者
要件 「京都府地球i且NUi化対策条例施行規則第１０条第１号麟当蛎業者（大規模エネルギー使用率業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

ｒ京都府地球温暇化対策条例施行規則第10条第４号咳当事業者（その他のi目室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上〕）

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

機器の利用削減にむけたわか',やすい管理体制を鱒薬して実施する。

推進体制
代表取締役をトップとする管理体制のもとで進める。

環境マネジメントシステム名称
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取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び槽
皿の状況
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設傭、対象、工租等

暖房・情報機器

措殴内容

暖房やネットワーク槻器の使い方について改善方策を検li1する｡ 

買い替え時期に応じて、省エネ型機器へのリプレースを趣める。

買い替え時期に応じて、省エネ型機器へのリプレースを進める。

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合肝

実績に対する自己評価
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2】年度は従奥、が珊加し．また中Gmf移娠に伴い3牝によるシェアオプイスになった（平JdU21年８月）ことから、排出量が大畑に墹加となった。事務所移松後のInlUDnにつ
いては3杜で台卸されており．今回I杜あたりの平均位として典ufを行った影已が大きいと＃えられる．来年度以降は．災I､スペースを含めた3杜によるオフィス全体の排
ltInnI城8f因を断たに提出したい．．

原単位当たIDの
温室効果ガス排
出趣等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

＝凹凸四一■￣＝■､１口目￣

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価
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暖化対策による
温室効果ガスの
削減匙等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内壷の木材の利用

自然エネルギーを利用した勉力
又は熱の供給

グリーン麺力の購入

家庭における温室効果ガス排出
趣の削減効果分の購入

削減量等合計
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地球沮鰻
に資する
賦活動

家庭を中心に、二酸化炭素排出削減のノウハウについてわかりやすく提供するシステムを構築し、提案する。

特記事項


